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まちの話題　　まちの話題　

　

第
40
回
町
内
駅
伝
競
走
大
会

が
、
11
月
15
日
に
あ
り
、
14
区

間
約
23
・
８
㌔
を
襷
で
つ
な
ぎ
、

油
久
校
区
が
昨
年
に
続
き
3
回

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

第
１
走
者
は
中
学
生
男
子
。

ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
陸
上
競
技

場
を
飛
び
出
し
、
熱
戦
の
火
ぶ

た
が
き
ら
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
序
盤
か
ら
優
勝
候
補

の
油
久
校
区
と
野
間
下
校
区
が

ト
ッ
プ
を
競
り
合
い
、
そ
れ
を

南
界
・
増
田
校
区
が
追
う
展
開
。

　

中
盤
の
7
区
で
は
増
田
校
区

が
追
い
上
げ
3
位
ま
で
順
位
を

上
げ
ま
し
た
。
8
・
9
区
で
は

油
久
校
区
と
野
間
下
校
区
が
激

し
い
ト
ッ
プ
争
い
。

　

終
盤
に
な
る
と
油
久
校
区
が

2
位
以
下
を
大
き
く
引
き
は
な

し
、
大
会
新
記
録
で
優
勝
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。
２
位
は
野

間
下
校
区
、
３
位
は
13
区
と
最

終
14
区
で
追
い
上
げ
を
み
せ
た

岩
岡
校
区
で
し
た
。

　

躍
進
賞
は
、
昨
年
6
位
か
ら

3
位
に
順
位
を
上
げ
た
岩
岡
校

区
が
手
に
し
ま
し
た
。

油久校区が 2連覇　3回目の優勝
14 区間 112 人が襷

たすき

を繋ぐ「第 40 回町内駅伝競走大会」

　優勝を喜ぶ油久校区のメンバー 　ゴールに飛び込む
　秋田裕司さん（油久）

大会成績

野間下

油　久

納　官

星　原

増　田

南　界

岩　岡

野間上

油　久

野間下

岩　岡

南　界

増　田

野間上

納　官

星　原

1時 25 分 17 秒

1時 26 分 37 秒

1時 26 分 40 秒

1時 26 分 45 秒

1時 27 分 44 秒

1時 30 分 17 秒

1 時 32 分 20 秒

1時 37 分 07 秒

大会新記録

区間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 最終

※ 「最終」とは、罰則規定に基づくチーム加算があった場合、加算時間を加味した最終順位
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　まちの話題　

区間賞（敬称略）

区間
走者

氏　名 校区 記録
距離

1 区
中学男 福元　博人 野間下 7 分 13 秒

2.200 km 川畑　大地 油　久 7 分 13 秒

2 区
一般男

宮園　京太郎 油　久 7 分 43 秒
2.350 km

3 区
小学女

秋田　沙耶 油　久 4 分 12 秒
1.050 km

4 区
高校男

大松　竜生 野間下 8 分 24 秒
2.550 km

5 区
小学男

知念　凌汰 油　久 3 分 52 秒
1.160 km

6 区
中高一般女

稲子　望愛 岩　岡 4 分 19 秒
1.300 km

7 区
高校一般男

坂中　伸作 増　田 10 分 28 秒
2.958 km

8 区
中学女

尾方　星華 星　原 4 分 32 秒
1.200 km

9 区
30 歳以上男

奥村　誠 野間上 6 分 59 秒
2.100 km

10 区
中高一般女

松下　真優 星　原 4 分 10 秒
1.300 km

11 区
高校女

竹内　沙也夏 野間上 3 分 31 秒
1.100 km

12 区
一般女

野平　綾子 星　原 2 分 52 秒
0.965 km

13 区
中高一般男

髙磯　凜斗 岩　岡 7 分 07 秒
2.000 km

14 区
40 歳以上男

稲子　隆浩 岩　岡 4 分 28 秒
1.574 km

青色の太字：区間新記録

　15 回出場
　赤坂洋一さん

　10 回出場
　池山聖年さん

　10 回出場
　梶原貴史さん
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野間上校区が 3 連覇（A ランク）
野間下校区が 4 年ぶりの優勝（B ランク）
白熱した取り組みが会場を沸かせた「第 33 回中種子町相撲大会」

　

第
33
回
中
種
子
町
相
撲

大
会
が
、
10
月
25
日
に
太
陽

の
里
の
相
撲
場
で
開
か
れ
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
Ａ
・
Ｂ
ラ

ン
ク
に
分
か
れ
て
の
リ
ー

グ
戦
を
行
い
、
各
校
区
の

小
学
１
年
生
か
ら
一
般
ま

で
の
15
人
で
対
戦
。
Ａ
ラ

ン
ク
は
野
間
上
校
区
が
優

勝
し
３
連
覇
、
Ｂ
ラ
ン
ク

は
野
間
下
校
区
が
4
年
ぶ

り
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
小
学
１
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
と
一

般
、
選
手
権
の
部
で
頂
点

を
め
ざ
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

力
士
が
土
俵
に
上
が
る
と

会
場
は
緊
迫
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
主
審
の
「
は
っ

け
よ
い
」
の
か
け
声
を
合

図
に
好
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の

観
客
が
集
ま
り
、
校
区
代

表
の
力
士
の
取
り
組
み
に

な
る
と
「
が
ん
ば
れ
、押
せ
、

ま
わ
し
を
取
れ
」
な
ど
と

熱
の
入
っ
た
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

団体戦成績 個人戦成績（敬称略）
A ランク 優　勝 2　位 3　位

優勝 野間上 小学１年 近田　朔太郎（増　田） 長井　亮磨 （野間下） 赤坂　海利 （油　久）
2 位 油　久 小学２年 細山　舜太 （野間上） 濵田　結心 （増　田） 川下　梓恩 （岩　岡）
3 位 南　界 小学３年 佐藤　拓斗 （野間上） 長田　颯太 （増　田） 山成　恭一郎（野間下）
4 位 増　田 小学４年 藤　世史瑠 （野間上） 藤﨑　進 （野間上） 福　大雅 （野間上）

B ランク 小学５年 楠原　亮太 （野間上） 中村　優斗 （油　久） 石井　河文 （岩　岡）
優勝 野間下 小学６年 山元　祐磨 （野間上） 岩屋　北斗 （野間上） 中川　晃希 （野間上）
2 位 納　官 中学１年 牧瀬　大地 （南　界） 住吉　風遊馬（油　久） 浦島　祐世 （油　久）
3 位 岩　岡 中学２年 中川　知哉 （野間上） 中村　康誠 （油　久） 石堂　弘樹 （野間下）

中学３年 日髙　凜太郎（野間上） 川畑　大地 （油　久） 日髙　大河 （南　界）
一　般 遠藤　浩二 （納　官） 永濵　満秋 （岩　岡） 久木原　清貴（増　田）
選手権 福　英高 （野間上） 利川　英樹 （野間上） 牧瀬　亮 （増　田）
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第
36
回
中
種
子
町
農
林

漁
業
祭
が
、
11
月
7
日
に

種
子
島
中
央
体
育
館
で
開

か
れ
、
秋
の
実
り
を
楽
し

み
に
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
農
業
振
興

に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た

個
人
と
生
産
団
体
な
ど
の

表
彰
の
後
、
三
浜
郷
土
芸

能
保
存
会
に
よ
る
大
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
肉
や
魚
、

野
菜
、
苗
木
な
ど
の
即
売

会
は
中
種
子
火
縄
銃
保
存

会
試
射
の
号
砲
を
合
図
に

開
始
。
来
場
者
は
、
買
い

物
袋
を
抱
え
な
が
ら
次
々

と
各
売
り
場
を
回
り
、
目

当
て
の
品
物
を
買
い
求
め

ま
し
た
。

　

恒
例
の
牛
乳
早
飲
み
競

争
や
丸
太
切
り
大
会
、
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
大

盛
況
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が

楽
し
ん
だ
農
林
漁
業
祭
と

な
り
ま
し
た
。

農林水産業のさらなる活性化を
第 36 回中種子町農林漁業祭

　式典　三浜郷土芸能保存会による大踊り

　定番の豚汁 　鹿児島黒牛の試食
　農林漁業振興推進決議
　黒木徹さん・美鈴さん夫婦

　花苗などの販売　抽選会で草払機が当たった親子
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自己記録更新へ
第 49 回中種子町小学校陸上記録会

　

第
49
回
中
種
子
町
小
学
校
陸

上
記
録
会
が
、
10
月
15
日
に
太

陽
の
里
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
、

町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
参

加
し
、
自
己
記
録
更
新
に
挑
み

ま
し
た
。

　

種
目
は
、
１
０
０
㍍
走
や
長

距
離
走
、
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
な

ど
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
、
走
り

幅
跳
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
精
一
杯

発
揮
し
ま
し
た
。

高齢者を中心とした地域づくりに貢献
伏之前集落　実年クラブ

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域

づ
く
り
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、

伏
之
前
集
落
の
実
年
ク
ラ
ブ
（
日

髙
實
良
代
表
）
が
、
10
月
28
日

に
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
髙
實
良
さ
ん
は
、
ク
ラ
ブ

発
足
の
経
緯
や
活
動
内
容
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
事
例
発
表

を
し
ま
し
た
。

　

実
年
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
71
人

で
奉
仕
作
業
や
中
種
子
養
護
学

校
で
の
交
流
活
動
な
ど
地
域
貢

献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
「
べ
に
ん
こ
」
の
9
人
が
、

10
月
16
日
に
中
央
公
民
館
で
上

級
救
命
講
習
を
受
講
し
、
修
了

証
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
方
法
、

傷
病
者
管
理
・
搬
送
法
な
ど
を

8
時
間
か
け
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
筆
記
試
験
と
実

技
試
験
が
あ
り
、
受
講
生
は
緊

張
し
た
も
の
の
、
全
員
が
見
事

合
格
し
ま
し
た
。

万一に備えて
上級救命講習を受講

　

社
会
福
祉
向
上
へ
の
功
績
が

た
た
え
ら
れ
、
熊
野
ト
メ
子
さ

ん（
熊
野
）と
泰
原
俊
隆
さ
ん（
横

町
）
が
、
10
月
27
日
に
鹿
児
島

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、

鹿
児
島
県
地
域
福
祉
推
進
大
会

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
長
年
に
わ
た
り
民

生
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
や

支
援
な
ど
を
行
い
社
会
福
祉
増

進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
生
委
員
協
議
会

の
役
員
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

社会福祉の増進に貢献
鹿児島県地域福祉推進大会で表彰

　左：熊野トメ子さん
　右：泰原俊隆さん

　走り幅跳びの様子

　心肺蘇生法実技講習の様子

　右：表彰を受ける日髙實良さん
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中
種
子
火
縄
銃
保
存
会
が
10

月
24
日
に
増
田
小
学
校
で
「
私
達

の
種
子
島
を
知
ろ
う
鉄
砲
伝
来
」

と
題
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
昔
の
人
た
ち
が

苦
労
し
て
火
縄
銃
を
作
っ
た
こ
と

な
ど
、
普
段
の
授
業
よ
り
も
さ
ら

に
詳
し
い
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

先
生
を
務
め
た
深
田
和
幸
さ

ん
（
向
井
町
）
は
授
業
を
と
お
し

て
、「
昔
の
人
々
が
伝
え
守
っ
て

き
た
種
子
島
の
誇
り
と
伝
統
を
、

こ
れ
か
ら
も
守
り
、
伝
承
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

私達の種子島を知ろう
鉄砲伝来

　

野
間
小
学
校
を
除
く
５
・
６

年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人

数
で
の
学
習
や
集
団
活
動
を
通

し
、
他
校
の
友
だ
ち
と
交
流
を

深
め
る
中
種
子
町
交
流
学
習
会

が
10
月
30
日
に
岩
岡
小
学
校
で

あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
と

違
う
環
境
に
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
が
、
給
食
や

授
業
な
ど
一
緒
に
過
ご
す
中
で
、

次
第
に
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
新
し
い

友
達
を
作
り
ま
し
た
。

友達を作ろう
中種子町交流学習会

　

岩
岡
小
学
校
に
通
う
た
ね
が

し
ま
留
学
生
が
、
10
月
24
日
に

安
納
い
も
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

留
学
生
は
、
5
月
に
苗
を
植

え
、
草
取
り
な
ど
の
管
理
作
業

を
行
い
、
収
穫
日
を
迎
え
ま
し

た
。
早
速
、
友
だ
ち
と
協
力
し

な
が
ら
安
納
い
も
を
収
穫
。
大

き
な
安
納
い
も
を
掘
り
出
す
と

「
大
き
い
」「
す
ご
ー
い
」
と
歓

声
を
あ
げ
て
喜
び
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
安
納
い
も
は
、
故

郷
の
両
親
に
送
っ
た
り
、
持
ち

帰
っ
た
り
し
て
お
い
し
く
食
べ

ま
し
た
。

農業を体験
たねがしま留学生が安納いもを収穫

　

第
63
回
鹿
児
島
県
理
科
に
関

す
る
研
究
記
録
展
が
開
か
れ
、

小
学
校
の
部
で
南
界
小
学
校
の

児
童
4
人
が
特
選
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

研
究
記
録
展
に
は
県
内
か
ら

６
４
７
７
点
の
応
募
が
あ
り
、

う
ち
50
点
が
特
選
以
上
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

南
界
小
の
児
童
は
1
学
期
の

学
習
や
夏
休
み
の
自
由
研
究
で

理
科
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

み
、
時
間
と
手
間
を
か
け
た
力

作
を
作
成
し
ま
し
た
。

科学的探究心を育成
第 63 回鹿児島県理科に関する研究記録

左から税所美咲さん、山口碧さん、提希果さん、
北野陽基さん

　授業の様子

　安納いも収穫体験
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まちの話題　　まちの話題　

冷水精子さんが教育委員に再任
中種子町教育委員会

　

冷
水
精
子
さ
ん
（
上
方
）
が
、

中
種
子
町
議
会
の
同
意
を
得
て

教
育
委
員
に
再
任
（
3
期
目
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
10
月
1
日

か
ら
平
成
31
年
9
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
定
例
会

で
、
新
し
い
教
育
委
員
長
に
、

冷
水
精
子
さ
ん
（
上
方
）
が
選

任
さ
れ
、
委
員
長
職
務
代
理
者

に
中
村
眞
一
さ
ん
（
女
洲
）
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
57
回
町
学
校
音
楽
祭
が
、

11
月
11
日
に
種
子
島
こ
り
ー
な

で
開
か
れ
、
町
内
の
小
・
中
学

校
と
養
護
学
校
、
種
子
島
中
央

高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
、
心

の
こ
も
っ
た
歌
声
や
音
色
を
響

か
せ
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
、

先
生
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、

緊
張
し
な
が
ら
も
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
全
員
で
合
唱
し
、

会
場
が
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

歌声と音色が響く
第 57 回中種子町学校音楽祭

　冷水教育委員長

本町と長谷小学校へ寄附
町勢発展に活用

　

11
月
2
日
に
郷
原
芳
久
さ
ん

（
原
尾
集
落
出
身
）
か
ら
、
本
町

と
母
校
の
長
谷
小
学
校
に
各
50
万

円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

郷
原
さ
ん
は
、
長
谷
小
学
校

（
原
尾
集
落
の
通
学
区
）、
旧
南

界
中
学
校
を
卒
業
し
、
現
在
は

静
岡
県
磐
田
市
で
人
材
派
遣
会

社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
旧
南
界
中
学
校
卒

業
生
の
還
暦
同
窓
会
で
帰
省
し
、

「
母
校
と
、
中
種
子
町
発
展
の
た

め
に
活
用
し
て
下
さ
い
」
と
寄
附

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

巳
午
会
（
昭
和
56
年
中
学
校
卒

業
の
同
級
生
）
は
、
50
歳
を
期
に

8
月
に
中
央
公
民
館
で
同
窓
会

を
行
い
、会
費
の
一
部
（
27
万
円
）

を
本
町
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
に
同
窓
会
実
行
委

員
長
の
里
祐
二
さ
ん
と
日
髙
和
典

さ
ん
が
町
長
室
を
訪
れ
、
田
渕
川

町
長
へ
「
中
種
子
中
学
校
の
た
め

に
活
用
し
て
下
さ
い
」
と
寄
附
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
頂
い
た
寄
附
で

中
種
子
中
学
校
の
図
書
室
に
「
巳

午
会
文
庫
」
を
設
置
予
定
で
す
。

巳
みうまかい

午会が寄附
中種子中学校で活用

　油久小学校の合奏

　くらしの情報　information
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　まちの話題　

登記相談予約のご案内
　鹿児島地方法務局種子島出張所の登記相
談予約先は、下記のとおりです。
　登記相談をされる方は、事前に電話予約
をお願いします。
■相談日　月・水・金曜日（祝祭日を除く）
■時　間　午前 9 時～正午
　　　　　午後 1 時～午後 4 時
◎お問い合わせ・申し込み先
　鹿児島地方法務局種子島出張所
　㉒ 0668

平成 27 年度「年末年始の地域安全運動」
　県、県警、事業者など 53 団体で構成する

「犯罪のない安全で安心なまちづくり県民会
議」では、地域安全運動を展開します。
　県民の皆さん、力を合わせて犯罪のない
安全で安心なまちづくりを推進しましょう。
■運動期間
　12 月 10 日～平成 28 年 1 月 10 日
■運動の重点
　・県民の身近で発生する犯罪被害の防止
　・「うそ電話詐欺（特殊詐欺）」被害の防止
　・子どもと女性の犯罪被害の防止
◎お問い合わせ先
　鹿児島県庁生活・文化課
　099(286)2523

放送大学 10 月生募集
　放送大学では、平成 28 年度第 1 学期（4
月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビなどの放送やインター
ネットを利用して授業を行う通信制の大学
です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然
科学など、幅広い分野を学べます。
■出願期間　第１回　2 月 29 日まで
　　　　　　第 2 回   3 月 20 日まで
◎お問い合わせ先　
　放送大学鹿児島学習センター
　099-239-3811

難病巡回相談
　医師が、難病患者、家族、　看護介護従事
者などに対して治療方法の助言や専門医療
機関などの紹介を行うとともに、処遇困難
事例に対しての助言などを行います。
■日　時　12 月 17 日（木）午後 1 時～
■場　所　西之表市保健センター
■対象者　皮膚・結合組織疾患（強皮症・
　神経線維腫症）の患者、家族、関係者
■申込期限　12 月 10 日（木）
◎お問い合わせ・申し込み先　
　鹿児島県難病相談・支線センター
　099-218-3133

　くらしの情報　information

　

陸
上
自
衛
隊
第
1
・
第
3
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
北
海
道
）
の

隊
員
約
１
２
０
人
が
、
10
月
24
日

か
ら
18
日
間
、
旧
種
子
島
空
港
で

南
西
方
面
で
の
離
島
侵
攻
に
備
え

た
、「
地
対
艦
、
地
対
空
ミ
サ
イ

ル
訓
練
」な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
期
間
中
の
11
月
3
日
に

は
、
陸
上
自
衛
隊
装
備
品
の
一
般

公
開
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隊
員
約
70
人
が
、
11
月

8
日
に
熊
野
海
岸
で
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
、
砂
浜
を
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。

陸上自衛隊が種子島で訓練
第 1・第 3 地対艦ミサイル連隊

　自衛隊装備品一般公開
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

ふるさと納税（寄附金）返礼品に係る協賛事業者を募集します！
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　町では、ふるさと納税の推進を図るとともに、
町内産業の活性化に寄与するため、本町に 1 万
円以上のふるさと納税を行った町外に居住する方
に対して、特産品などを贈呈することになりまし
た。つきましては、本事業に賛同し、参加いただ
ける地元事業者を募集します。
■募集期間　11 月 30 日（月）～ 12 月 11 日（金）
■参加用件
１参加用件は次のとおりとし、参加を希望する場
　合は、町への申請が必要です。
　①町内に本社又は主たる事業所を有する法人そ
　　の他の団体又は個人事業者であること。
　②町税などの滞納がない者であること。
　③代表者などが、暴力団による不当な行為の防
　　止等に関する法律に掲げる暴力団の構成員な
　　どでないこと。

2 提出書類について
　①ふるさと納税返礼品参加申請書
　②返礼品の内容及びコメントなど
　③返礼品の写真、画像データ、パンフレット
　④納税確認同意書
３返礼品について
　①町内で製造、加工、採取、栽培などする商品
　　又は事業者が提供するサービスに係る商品。
　②価格が 5 千円相当以上の特産品などを 3 点、
　　価格が 1 万円相当以上の特産品などを 3 点
　　までとします。
　③品質及び数量の安定供給が見込めるもの。
　　（期間限定などの取扱いは可能）
※町が参加事業者として適当でないと認めた場合
　や、対象商品が適当でないと認めた場合は参加
　できません。

中
種
子
町

寄

附

者

参
加
事
業
者

① 寄附申込 ② 発送依頼

④ 実績報告・請求

③ 特産品の発送

《返礼品発送の流れ》

全国各市町村の主な返礼品
　肉、米、パン、果物類、海老、カニ、魚貝類、野菜類、卵、酒、焼酎、飲料類、イベントやチケット、
菓子、加工品、麺類、調味料、油、雑貨、日用品、化粧品、工芸品、装飾品、電化製品など

中種子町の返礼品

⑤ 支払い
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　各課からのお知らせ

大阪（伊丹）への直行便が年末年始に運行します！
◎お問い合わせ先　種子島空港利用促進協議会（役場企画課内）㉗ 1111 内線 286

沿岸漁業改善資金制度のご案内
◎お問い合わせ先　熊毛支庁林務水産課水産係㉒ 1831 ／役場農林水産課林務水産係㉗ 1111 内線 224

　県では、沿岸漁業を営んでいる方に必要な資金
を無利子で貸し付けしています。
■貸付対象
　省エネ型エンジンや魚群探知機のほか、レー
ダー、GPS 受信機、漁業用クレーンや漁獲物処理
装置など。
　新規漁業就業者の方は、漁船購入など漁業を開
始するために必要な資金も対象となります。

乗り継ぎ無しで、旅行や帰省に大変便利です。
■ダイヤ

区　間 出発 到着
大阪（伊丹）→種子島 7:45 9:15
種子島→大阪（伊丹） 9:45 11:00

離島航空割引カードは大阪便には使えませんのであらかじめご了承ください。
■期　間　12 月 27 日 （日）～ 1 月 6 日（水）
■機　材　JAC　DHC8-Q400　74 人乗り
※期間中割引料金（先得割引）もありますので、旅行代理店にお問い合わせください。

年末年始の交通事故防止運動
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

運 動 期 間　平成 27 年 12 月 10 日（木）～平成 28 年 1 月 10 日（日）
ス ロ ー ガ ン　　『年末年始　マナーアップで　事故防止』
運動の最重点　高齢者の交通事故防止「つけてますか ? 運動」・「プラス 1 運動」の展開
運 動 の 重 点　①早朝、夕暮れ時、夜間における交通事故防止
　　　　　　　　「3（サン）ライト運動」の展開と夜光反射材用品の着用の推進
　　　　　　　②飲酒運転の根絶
　　　　　　　　「飲酒運転『8（やっ）せん』運動」の展開
　　　　　　　③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　　　全席ベルト着用 !!「します・させます運動」の展開
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

中種子町まち・ひと・しごと創生について
◎お問い合わせ先　役場税企画課企画調整係㉗ 1111 内線 286 ／ 259

　本町では、今年度、地方創生の実現のため、本町における人口動向や人口推計など将来の展望を踏ま
えたうえで、人口減少問題などの地域課題に取り組むために、下記のとおり「中種子町人口ビジョン及
び中種子町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定を進めています。
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　各課からのお知らせ

12 月 4 日から 10 日は人権週間です
◎お問い合わせ先　役場町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212

　「世界人権宣言」が 67 周年を迎え、12 月 4 日
から 10 日を「第 67 回人権週間」と定め、人権問
題に関する各種啓発活動を実施します。

啓発活動重点目標
　「みんなで築こう　人権の世紀　～考えよう　
相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～」

平成 27 年度啓発活動年間強調事項
①女性の人権を守ろう
②子どもの人権を守ろう
③高齢者を大切にする心を育てよう
④障害のある人の自立と社会参加を進めよう
⑤同和問題に関する偏見や差別をなくそう
⑥アイヌの人々に対する理解を深めよう
⑦外国人の人権を尊重しよう
⑧ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見
　や差別をなくそう

⑨刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をな
　くそう
⑩犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
⑪インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
⑫北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を
　深めよう
⑬ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
⑭性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
⑮性同一性障害を理由とする偏見や差別をなくそう
⑯人身取引をなくそう
⑰東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

■次回の人権相談日
　1 月 15 日（金）午前 10 時～
■場所　中央公民館第一会議室

「熊毛地域特産品コンクール」を実施しました
◎お問い合わせ先　熊毛支庁内「熊毛地域特産品発掘・発信委員会」事務局㉒ 0498

　熊毛地域の豊かな農林水産物資源や技術を活用
した、新しい特産品の開発や地域資源を掘りおこ
し県内外に発信するために、熊毛地域特産品コン
クールを実施しました。
　コンクールでは、「食品部門」、「工芸品部門」、「地
域限定部門」の 3 部門で、83 点の応募商品があ
りました。
　入賞商品は、パンフレットや県のホームページ
に掲載するなど、県内外に広く PR を行います。
　 ま た、 平 成 28 年 2 月 6 日 ( 土 )、7 日（ 日 ）
には JR 鹿児島中央駅で、コンクールの入賞商品
を中心に販売などを行う「熊毛地域特産品・観光
フェア」を開催します。

本町からの入賞特産品
食品部門　奨励賞
商品名：ツムブリの薫製（おさかなのくんせい）
出品者：特定非営利活動法人 Turtle Crew

地域限定部門　奨励賞
商品名：安納いもかりんとう
出品者：お菓子の利休
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生涯学習だより　　生涯学習だより　

「第 30 回国民文化祭・かごしま 2015」
CG アートフェスティバルの入賞作品（テーマ：宇宙と生き物）　町関係者分のみ掲載、敬称略

　劇団道化による「知覧・青春～アイ・アム・ヒ
ア！～」の舞台公演があります。
　戦時中から戦後にかけて、自立した女性として
生きてきた「人間の滑稽さ・素晴らしさ」「戦争
の悲しさ」を考える青春物語です。
　この機会にぜひ、ご観覧ください。

 ■日　時　平成 27 年 12 月 11 日（金）
　　　　　 開場　午後 6 時
　　　　 　開演　午後 6 時 30 分
■入場料　 500 円（未就学児無料）
◎お問い合わせ先　種子島こりーな㉗ 3711

全国地方・離島・へき地「児童青少年舞台芸術」巡回公演
「知覧・青春～アイ・アム・ヒア！～」　平成 27 年度種子島こりーな自主文化事業

静止画「小・中学生の部」
文部科学大臣賞
南界小学校　5 年　中村　佳帆

鹿児島県知事賞
中種子中学校　3 年　髙磯　凜斗

中種子町教育委員会教育長賞
野間小学校　5 年　深町　倫汰

静止画「高校・専門学校・大学生の部」
国民文化祭実行委員会会長賞
中種子養護学校高等部　3 年　直野　隆洋

中種子町教育委員会教育長賞
種子島中央高校　2 年　田上　紗雪

種子島観光協会賞
種子島中央高校　1 年　宮里　世詩瑠

　「天の川でつりをしよう」

　「牧草地球産」

　「宇宙人と地球の交流」

　「宇宙とカブトムシ」

　「宇宙の花」

　「Galaxy Girl」
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　生涯学習だより　

　平成 28 年の成人式を下記のとおり行います。
　詳しいことはお問い合わせください。
■日　時　平成 28 年 1 月 3 日（日）
　　　　　受付　午前 10 時
　　　　　式典　午前 10 時 30 分
■場　所　中央公民館大ホール（2 階）
■対象者
　平成 7 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1 日生ま
れの方

■内　容　式典／記念写真撮影／交歓パーティー
■参加費　5,000 円（当日徴収）
■その他
　参加者の服装については自由としますが、晴れ
着は華美とならない程度とします。
■実行委員長　牧瀬　卓也（熊野）　

成人式のお知らせ
◎お問い合わせ先　社会教育課公民館係㉗ 1111 内線 254

　写真は前回の成人式

資
料
館
だ
よ
り
（
４
３
9
号
）

特
別
編

「
種
子
島
阿あ

だ
け
が
わ

嶽
川
の

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林り
ん（

2
）」

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
は
熱
帯
・

亜
熱
帯
に
分
布
す
る
森
林
で
、

特
異
な
形
態
も
っ
た
植
物
群
落

で
す
。

　

日
本
で
は
鹿
児
島
県
と
沖
縄

県
の
一
部
の
汽
水
域
（
海
水
と

淡
水
が
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る
水

域
）
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
世

界
の
北
限
は
北
大
西
洋
の
バ

ミ
ュ
ー
ダ
諸
島
で
、
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
自
然
分
布
の
北
限

は
種
子
島
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
構
成
す

る
樹
木
は
世
界
で
１
０
０
種
程

度
あ
り
ま
す
が
、
特
異
な
形
態

の
根
系
、
胎
生
種
子
（
母
体
上

で
発
芽
し
、
根
や
葉
を
伸
ば
し

て
か
ら
地
上
に
落
ち
て
独
立
す

る
種
子
）
な
ど
の
特
徴
を
も
つ

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
樹
種
は
４
０
種

程
で
、
日
本
で
は
〔
ヒ
ル
ギ
科
〕

メ
ヒ
ル
ギ
、
オ
ヒ
ル
ギ
、
ヤ
エ

ヤ
マ
ヒ
ル
ギ
、〔
ハ
マ
ザ
ク
ロ
科
〕

ハ
マ
ザ
ク
ロ
、〔
ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ

科
〕
ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
、〔
シ
ク
ン

シ
科
〕
ヒ
ル
ギ
モ
ド
キ
、〔
ヤ
シ

科
〕
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
の
５
科
７
種

で
す
。
阿
嶽
川
で
は
そ
の
中
の

メ
ヒ
ル
ギ
だ
け
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

種
子
島
の
メ
ヒ
ル
ギ
は
、
屋

久
島
や
奄
美
大
島
に
生
育
す
る

も
の
が
、
黒
潮
に
よ
っ
て
漂
着

し
分
布
が
拡
が
っ
た
と
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
解
析
な
ど
で
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
メ
ヒ
ル
ギ
群
落
は
阿
嶽

橋
の
下
流
か
ら
阿
嶽
の
洞
穴
ま

で
の
両
岸
に
あ
り
、
北
側
の
岸

で
４
５
０
㍍
、
南
側
の
岸
で
４

０
０
㍍
に
渡
り
連
続
し
て
見
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
周
辺
に
は
ハ
マ

ジ
ン
チ
ョ
ウ
（
お
よ
そ
３
０
０

本
・
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）
群
落
や

ハ
マ
ボ
ウ
（
お
よ
そ
２
０
０
本
・

準
絶
滅
危
惧
植
物
）
群
落
が
あ

り
、
隣
接
す
る
国
有
林
で
は
キ

イ
レ
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
（
準
絶
滅

危
惧
植
物
）
が
発
生
し
ま
す
。
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「
は
や
ぶ
さ
2
」
が
目
指
す

　
　
小
惑
星
の
名
称
が
決
定
！

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
2
」

が
目
指
す
小
惑
星
１
９
９
９
Ｊ
Ｕ

３
の
名
称
が「
Ｒ
ｙ
ｕ
ｇ
ｕ
」（
リ
ュ

ウ
グ
ウ
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
「
は
や
ぶ
さ
2
」
は
、
地

球
と
似
た
軌
道
に
沿
っ
て
太
陽
の

周
り
を
回
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

12
月
3
日
に
は
地
球
に
接
近
し
、

※
地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
後
２
０
１
８

年
に
「
Ｒ
ｙ
ｕ
ｇ
ｕ
」
に
到
達
し
、

２
０
２
０
年
に
地
球
に
帰
還
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
は
や

ぶ
さ
２
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
成
功

す
る
よ
う
に
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

※
地
球
ス
イ
ン
グ
バ
イ
と
は
、
地

球
の
引
力
を
利
用
し
て
軌
道
を
変

え
た
り
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
行
う

こ
と
。

油
井
宇
宙
飛
行
士

　
　
ま
も
な
く
帰
還
予
定

　

今
年
の
7
月
23
日
か
ら
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で

長
期
滞
在
を
行
っ
て
い
る
油
井
宇

宙
飛
行
士
が
、
い
よ
い
よ
今
月
中

に
帰
還
す
る
予
定
で
す
。
油
井
宇

宙
飛
行
士
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
こ

う
の
と
り
」
5
号
機
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と

の
ド
ッ
キ
ン
グ
作
業
や
日
本
実
験

棟
「
き
ぼ
う
」
で
の
数
々
の
実
験

な
ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
こ
な
し

て
い
ま
す
。

　

油
井
宇
宙
飛
行
士
の
最
新
の
作

業
状
況
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
年
末
年
始
の
ご
案
内

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
館

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
は
、
平
成
27
年
12
月

28
日
（
月
）
～
平
成
28
年
１
月
１

日
（
金
）
ま
で
休
館
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
案
内
ツ
ア
ー
も
運
休

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
平
成

28
年
１
月
5
日（
火
）～
7
日（
木
）

に
「
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
宇
宙
科
学
技
術
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耕
耘
の
進
み
ゆ
く
園
に
赤
と
ん
ぼ
湧
き
出
づ
る
が
に

飛
び
ま
わ
り
初
む　
　
　
　

牧
　
川
　
有
留
よ
し
子

二
十
年
我
を
助
け
て
生
き
て
来
し
猫
を
ば
捨
て
て
そ

の
罪
に
泣
く　
　
　
　
　

　
伏
之
前
　
葛
　
イ
ワ
子

ひ
と
夜
さ
の
い
の
ち
優
雅
に
咲
く
花
か
月
下
美
人
に

夜
露
が
ほ
ろ
り　
　
　
　
　

浜
津
脇
　
橋
口
　
俊
子

嫁
ぎ
し
家
に
ど
っ
し
り
立
ち
い
る
柿
の
木
は
幾
年
を

知
る
主ぬ

し

の
風
格　
　
　
　
　

上
　
方
　
古
市
シ
ゲ
子

夕
去
り
の
更
地
の
上
を
赤
蜻
蛉
命
の
限
り
秋
を
翔
び

交
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
　
川
　
松
下
　
シ
ズ

朝
露
を
踏
み
て
歩
め
ば
あ
ち
こ
ち
で
朝
だ
朝
だ
と
鳥

の
さ
え
ず
る　
　
　
　
　
　

上
　
方
　
鎌
田
と
く
子

両
の
手
に
遺
骨
の
母
を
抱
き
し
め
て
真

ま
こ
と

の
別
れ
と
納

骨
拒
む　
　
　
　
　
　
　
　

旭
　
町
　
八
汐
　
眞
弓

乙
女
児
の
頬
に
も
似
た
り
薄
紅
の
露
に
濡
れ
咲
く
芙

蓉
愛
し
も　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前
　
德
永
　
武
彦

十
三
夜
の
絵
に
な
る
月
に
だ
ん
ご
供
え
い
つ
ま
で
も

一
人
庭
に
た
た
づ
む　
　
　

竹
之
川
　
橋
野
　
す
ま

か
ら
い
も
で
育
ち
し
証
し
や
老
い
就
く
に
黒
斑
病
か

し
わ
顔
汚
す　
　
　
　
　
　

函
　
館
　
山
田
　
正
明

ロ
ケ
ッ
ト
の
向
え
る
宇そ

ら宙
は
星
広
が
り
轟
音
と
共
に

オ
レ
ン
ジ
に
染
ま
る　
　
　

伏
之
前
　
中
嶋
喜
代
子

畑
の
草
体
調
良
き
ま
ま
取
り
居
れ
ば
余
力
も
残
せ
と

嫁
と
娘
は
云
ふ　
　
　
　
　

満
足
山
　
横
山
美
津
絵

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

空気を利用した実験の様子（昨年）

「はやぶさ 2」と小惑星「Ryugu」

　油井宇宙飛行士
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「赴任のあいさつ」　医師：小原俊一　　　　　　   　　　　　　公立種子島病院㉖ 1230

　

皆
さ
ま
、
久
し
ぶ
り
に
種
子

島
に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

空
気
、
風
、
優
し
い
種
子
島
言

葉
が
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

30
年
前
、
向
井
先
生
の
後
任

と
し
て
5
年
間
、
黒
木
先
生
た

ち
と
南
種
子
で
診
療
し
て
い
ま

し
た
。

　

広
島
で
開
業
し
て
21
年
目
の

今
年
、
8
月
31
日
の
閉
院
に
向

け
て
患
者
さ
ん
の
紹
介
状
、
物

品
整
理
な
ど
日
々
あ
わ
た
だ
し

く
明
け
暮
れ
て
い
た
時
、
種
子

島
よ
り
「
公
立
病
院
の
医
師
に

欠
員
が
出
た
の
で
、
ま
た
働
か

な
い
か
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
来
年
65
歳
、
ご
多
分
に
漏

れ
ず
体
力
・
気
力
・
記
憶
力
な

ど
が
低
下
、
こ
れ
以
上
理
想
の

医
療
を
継
続
出
来
な
い
。
患
者

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け

な
い
と
閉
院
を
決
め
た
と
こ
ろ

な
の
で
「
以
前
の
よ
う
な
勤
務

は
無
理
で
す
」
と
辞
退
し
ま
し

た
が
、「
で
き
る
範
囲
で
良
い
」

と
い
う
話
し
に
、
ひ
と
月
の
う

ち
1
週
間
だ
け
は
広
島
に
帰
ら

せ
て
頂
く
と
い
う
条
件
で
来
院

し
ま
し
た
。
こ
の
1
週
間
は
今

ま
で
診
て
き
た
患
者
さ
ん
の
精

神
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
勉
強
会

出
席
に
あ
て
る
為
で
す
が
、
充

電
期
間
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。

　

公
立
病
院
で
仕
事
を
始
め
て

驚
き
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
最
先

端
の
医
療
が
実
施
さ
れ
て
い
る

事
と
昔
な
が
ら
に
医
療
・
患
者

さ
ん
に
対
す
る
職
員
の
気
持
ち

が
真
摯
で
優
し
い
こ
と
で
す
。

永
嶋
院
長
、
中
西
先
生
を
は
じ

め
職
員
の
皆
さ
ん
の
い
た
わ
り

と
支
え
、
そ
し
て
、
昔
診
て
い

た
患
者
さ
ん
の
温
か
い
励
ま
し

で
何
と
か
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
種
子
島
、
年
齢

に
よ
る
も
の
は
経
験
で
カ
バ
ー

し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「でん粉の団子汁」をご紹介 !!

< でん粉の団子汁 >
●でん粉　　   14 g
●さつまいも   50 g
●味噌　　　   16 g
●水　　　　300 cc

2 人分
●だしざこ　   10 g
●葉ねぎ　　     3 g
●青のり          16 g

　

11
月
は
甘
藷
の
収
穫
時
期
で
「
さ

つ
ま
い
も
で
ん
粉
」
が
た
く
さ
ん

あ
る
時
期
で
す
。

　

さ
つ
ま
い
も
で
ん
粉
（
い
も
ん

せ
ん
）
は
、
水
洗
い
し
た
さ
つ
ま

い
も
を
す
り
潰
し
、
ふ
る
い
分
け

を
し
て
、
で
ん
粉
を
沈
殿
さ
せ
精

製
し
た
も
の
を
、
自
然
ま
た
は
火

力
に
よ
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
粉
に
し

ふ
る
い
分
け
し
た
も
の
で
す
。

料
理
方
法

①
皮
を
む
き
茹
で
た
さ
つ
ま
い
も

を
、
熱
い
う
ち
に
す
り
潰
し
、
で

ん
粉
を
加
え
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
耳

た
ぶ
程
の
固
さ
に
な
る
ま
で
よ
く

こ
ね
る
。
か
た
い
場
合
は
水
を
少

量
加
え
る
。

②
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
を
沸
騰
さ

せ
、
①
を
適
当
な
大
き
さ
の
団
子

に
丸
め
て
茹
で
、
浮
い
て
き
た
ら

ざ
る
に
上
げ
て
お
く
。

③
分
量
の
水
に
だ
し
ざ
こ
を
入
れ

て
出
汁
を
取
り
、
②
を
戻
し
て
ひ

と
煮
立
ち
し
た
ら
、
味
噌
で
味
を

調
え
、
葉
ね
ぎ
、
青
の
り
を
入
れ

て
沸
騰
寸
前
に
火
を
止
め
る
。

1 人分（エネルギー 77kcal、たんぱく質 1.7g、脂質 0.7g、カルシウ
ム 35mg、鉄 0.7mg）

種子島郷土料理集「うんまかえ」より
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます（敬称略）。
政　ミヨコ（春　田）　中向　英子（田　島）

平成 26 年度赤い羽根募金の使いみち
配分総額　2,384,000 円

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,386 人 (     -1) 出生 5 人

男　性 3,965 人 (     -2) 死亡 11 人

女　性 4,421 人 (   +1) 転入 14 人

世帯数 4,357 戸 (     -1) 転出 9 人

※（　）は前月との比較（10 月末現在）。

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　10 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 42 件 うち急病 26 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内
発 生 件 数 9 件 ( -18) 34 件 ( -32)

死 者 数 1 件 (  +1) 1 件 (  - 1)

負 傷 者 数 9 件 ( -27) 34 件 ( -45)

※平成 27 年 10 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 27 年 10 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

10/11 鎌田　悠
ゆうしん

辰 辰徳・梨恵 伏之前

10/14 小野寺　一
い ぶ き

颯 潤一・恵美 春　田

女の子 名前 両親 集落

10/11 山口　茉
ま こ

子 徹・さとみ 田　島

10/13 鎌田　るい 德仁・光子 原之里

10/14 椎原　柚
ゆ ら

愛 大貴・希望 旭　町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

9/30 熊野　哲夫 熊　野 83 歳

10/3 春田　喜久男 平　鍋 65 歳

10/6 光　洋子 春　田 79 歳

10/12 政　洋一 春　田 80 歳

10/16 柳川　若義 梶　潟 87 歳

10/20 柳　増子 竹屋野 85 歳

10/22 塩浦　實義 梶　潟 80 歳

10/23 日髙　エミ子 田　島 93 歳

10/23 森　重太 広ケ野 78 歳

10/24 中向　秋義 田　島 83 歳

項　目 金　額
老人福祉活動 993,000 円

身障児（者）活動費 161,000 円

児童・青少年活動費 270,000 円

母子・父子活動費 140,000 円

福祉育成活動費 409,000 円

ボランティア活動費 96,000 円

歳末助け合い配分 315,000 円

赤い羽根 街頭募金のお礼　
　10 月 11 日の町民体育祭で、種子島中央高校生
の協力で街頭募金を実施いたしました。
　多くの皆様にご賛同、ご協力いただき心から感
謝申し上げます。
　募金合計金額は、46,040 円でした。
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「なかたねお知らせ版」　12月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

3（木） ぽかぽか教室 13:00~

4（金） 母子手帳交付 13:00~

16（水） マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院

17（木） 乳幼児健診

18（金） 母子手帳交付 13:00~

19（土） おやこ食育教室 9:00~　対象：南界小学校

乳幼児健診　12 月 17 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 カ 月 児 9:00~9:15 H27. 7.15　～　H27. 9.16 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H26.12.18　～　H27. 1.21

1 歳 6 カ 月 児 12:45~13:00 H26. 3.17　～　H26. 6.16

2 歳 児 12:45~13:00 H25. 9.17　～　H25.12.16

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

四種混合 11 月 30 日 ~12 月 5 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

B C G 12 月 7 日 ~12 月 12 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

M R
混 合 1 期

12 月 14 日 ~12 月 19 日
生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H21.4.2 ～ H22.4.1

二種混合 12 月 21 日 ~12 月 26 日 H15.4.2 ～ H16.4.1

成人用肺
炎 球 菌 4 月 1 日 ~3 月 31 日 対象者には通知

季 節 性 イ ン
フ ル エ ン ザ 10 月 13 日 ~12 月 28 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

　5（土） 自公連女性部ミニバレーボール大会
18:00 ～【種子島中央体育館】

　23（水）
よいらーいきクリーン作戦
8:00 ～【各スポーツ施設】

24（木） 小・中学校終業式

包括支援センター　介護予防事業
中央体育館は午前 9:30~ ／集落は午前 9:30 ～と午後 13:30~

日
いきいき健康体操教室

午前 午後

2（水） 中央体育館 －

4（金） 二十番 －

9（水） 中央体育館 －

11（金） － 田島

16（水） 中央体育館 －

18（金） 二十番 －

25（金） － 田島

いきいき運動教室　毎週火曜日　29 日は休止
いきいき元気教室　毎週金曜日
両教室とも　9:00 ～ 11:30　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後か
ら休診します。

各科 診察日

眼 科 7（月）、8（火）、21（月）、22（火）

耳鼻咽
喉 科

10（木）、24（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

6（日） 田上病院 ㉒ 0960

13（日） 高岡医院 ㉗ 3100

20（日） 田上病院 ㉒ 0960

27（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 12:00

日 行　事 活動内容

1（火） 赤ちゃん教室（3 ヶ月～ 1 歳未満） クリスマス制作

11（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児） クリスマス制作

18（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児） クリスマス制作

25（金） 赤ちゃん教室・幼児学級合同 クリスマス会

おひさまる～む開放日
（毎週月曜日　10:00 ～ 12:00）

中央保育所園庭開放日
（毎月第 2/ 第 4 月曜日　10:00 ～ 12:00）

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご承諾ください。
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屋久島→種子島
  7:00   7:50
10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
  9:20 10:10
11:50 12:40
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 27 年 12 月 1 日～平成 28 年 3 月 11 日

鹿児島→種子島
  7:30   9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:00 11:35
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
  7:00 8:35

  8:00 9:35
9:20 宮之浦 12:35
11:10 12:45
15:00 16:35

16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

※安房着 ※安房発

※

※

※

（月・金・土のみ運航）

（木・金・日のみ運航）

島の四季彩　ブンタン（ミカン科）

【漢字表記】文旦
【別名】ザボン、ジャボン、ボンタン 
【分布】インド東北部原産とされ、現在で

　　　  は東南アジア各地に分布
【栽培適地】日当たりがよく、適湿な場所
　成木では高木～低木で、葉は一般に大きく下部に翼葉があり、
枝は太く疎生します。国内で栽培されている柑橘類では、果実が
最大級 ( 晩白柚では２kg 前後 ) となる晩柑類です。晩白柚、土佐
文旦、平戸文旦、本田文旦 ( 阿久根文旦 )、大橘 ( オオタチバナ：
鹿児島ではサワーポメロと呼称 ) などの品種があります。九州人
なら知らない人はいない銘菓『ボンタンアメ』には阿久根産のボ
ンタンオイルやいちき串木野周辺のサワーポメロの果汁などが使
用されています。また、厚い果皮を砂糖漬にした文旦漬 ( ザボン
漬 ) は茶請けなどにされます。グレープフルーツはブンタンの実
生変異で、西インド諸島のジャマイカで発現し、今日では熱帯・
亜熱帯地域での柑橘生産の重要な地位を占めています。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

平成 28 年消防出初め式　 平 成 2 8 年 1 月 6 日（ 水 ）

①市中行進：午前 9時出発　
　役場～旭町商店街～ Aコープ～野間小学校
②式　典　野間小学校：午前 9時 25分～
③表彰式　中央公民館：午前 11時 10分～

※内容は変更となる場合もあります。
※雨天時は町立体育館（旭町）。
◎お問い合わせ先　
　役場総務課課消防交通係㉗ 1111 内線 222


